
「
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
芸
術

家
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
は
、
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
萩
原

朔
太
郎
の
場
合
は
特
別
。
彼
を
育

て
た
前
橋
の
風
土
と
優
れ
た
詩
を

残
し
た
こ
と
に
は
大
き
な
関
係
が

あ
る
と
、
後
世
の
研
究
で
も
考
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

北
曲
輪
町
（
現
在
の
千
代
田
町

二
丁
目
）
に
生
ま
れ
、
学
生
時
代

な
ど
に
何
度
か
故
郷
を
離
れ
た
時

期
が
あ
っ
た
も
の
の
、
三
十
九
歳

ま
で
前
橋
に
住
み
な
が
ら
中
央
詩

壇
で
活
躍
。
こ
の
間
、
代
表
作
『
月

に
吠
え
る
』『
青
猫
』
を
出
版
し
、

『
純
情
小
曲
集
』
も
書
き
終
え
て
い

た
の
で
す
。
そ
の
後
、
東
京
へ
移

っ
て
か
ら
も
、
故
郷
の
詩
人
た
ち

に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
ま
し

た
。ま

た
、
代
表
作
に
郷
土
を
題
材

に
し
た
詩
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で

す
。「
広
瀬
川
」「
才
川
町
」「
小
出

新
道
」「
大
渡
橋
」「
新
前
橋
駅
」
な

ど
、
今
で
も
本
市
に
残
る
地
名
が

そ
の
ま
ま
題
に
な
っ
て
い
る
詩
も

た
く
さ
ん
。
故
郷
に
対
し
て
、
愛

憎
相
半
ば
す
る
心
情
が
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

朔
太
郎
の
父
・
密
蔵
は
大
阪
府

の
出
身
。
東
京
大
医
学
部
を
卒
業

後
、
群
馬
県
立
医
院
の
医
員
に
な

り
、
副
院
長
な
ど
の
要
職
を
経
て

か
ら
開
業
し
ま
し
た
。医
術
、人
格

と
も
に
素
晴
ら
し
く
、
人
々
か
ら

「
生
き
神
様
」
と
尊
敬
さ
れ
、
患
者

の
列
が
絶
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

名
家
の
長
男
で
母
や
祖
母
か
ら

甘
や
か
さ
れ
て
育
ち
、
父
か
ら
は

大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ
て
い
た

朔
太
郎
は
神
経
質
で
憶
病
な
子
ど

も
に
。
成
長
し
て
も
学
業
に
身
が

入
ら
ず
、
落
第
を
重
ね
熊
本
県
や

岡
山
県
の
旧
制
高
等
学
校
を
転
々

と
し
た
後
に
退
学
。
医
学
の
道
に

進
ま
な
い
ば
か
り
か
、
仕
事
に
も

就
か
ず
、
結
婚
し

て
か
ら
も
父
親
の

金
銭
的
支
援
な
し

に
は
生
活
で
き
な

い
状
態
で
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と

か
ら
本
人
は
、
郷

土
の
人
た
ち
か
ら

「
不
肖
の
息
子
」と

さ
げ
す
ま
れ
、
の
の
し
ら
れ
て
い

る
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
上

京
し
て
か
ら
も
故
郷
へ
の
懐
か
し

さ
と
と
も
に
、
自
分
を
認
め
て
く

れ
な
い
故
郷
の
人
へ
の
反
逆
心
が

入
り
乱
れ
、
苦
し
み
も
が
い
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
親
の
期
待
に
反
発
し
な

が
ら
、
青
年
・
壮
年
期
に
何
を
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

短
歌
や
詩
に
の
め
り
込
む
一
方

で
、
マ
ン
ド
リ
ン
に
熱
中
し
音
楽

家
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
自
ら

マ
ン
ド
リ
ン
楽
団
を
組
織
。
ス
テ

ー
ジ
で
タ
ク
ト
を
振
り
な
が
ら
、

楽
譜
を
集
め
て
編
曲
・
作
曲
に
も

才
能
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
主

催
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
洋
楽
会
は
上
毛

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

く

ら

ぶ

へ
発
展
し
、

県
内
各
地
に
支
部
が
設
立
。
高
崎

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
数
人
が
、

群
馬
交
響
楽
団
創
設
期
の
メ
ン
バ

ー
に
も
な
り
ま
し
た
。

朔
太
郎
は
故
郷
の
異
端
者
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
決
し
て
孤
立
し

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

音
楽
仲
間
と
広
く
付
き
合
い
、
文

学
青
年
ら
と
研
究
会
や
座
談
会
を

催
し
、
文
学
・
芸
術
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
た
。
朔
太
郎
は
、
前

橋
近
隣
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
の
音

楽
・
文
学
活
動
の
高
揚
に
寄
与
し

た
「
地
方
文
化
の
功
労
者
」
と
し

て
、
顕
彰
さ
れ
る
べ
き
大
き
な
功

績
を
残
し
て
い
る
の
で
す
。

一
九
一
七（
同
六
）年
・
31
歳

詩
集
『
月
に
吠
え
る
』
を
出
版

一
九
一
九（
同
八
）年
・
33
歳

上
田
稲
子
と
結
婚

一
九
二
三（
同
十
二
）年
・
37
歳

詩
集
『
青
猫
』
を
出
版

一
九
二
五（
同
十
四
）年
・
40
歳

妻
子
と
上
京
し
東
京
府
下
大
井

あ
町
に
住
む
。
詩
集
『
純
情
小
曲

あ
集
』
を
刊
行

一
九
二
八（
昭
和
三
）年
・
42
歳

詩
論
集
『
詩
の
原
理
』
を
刊
行

一
九
二
九（
同
四
）年
・
43
歳

妻
稲
子
と
離
別
し
二
児
と
帰
郷
。

あ
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
『
虚
妄
の
正
義
』

あ
を
刊
行

一
九
三
〇（
同
五
）年
・
44
歳

父
・
密
蔵
死
去
。
妹
と
上
京

一
九
三
一（
同
六
）年
・
45
歳

東
京
府
世
田
谷
町
下
北
沢
に
転

あ
居
し
母
、
妹
、
二
児
と
住
む

一
九
三
三（
同
八
）年
・
47
歳

同
町
の
自
分
で
設
計
し
た
新
居

あ
へ
。
雑
誌
『
生
理
』
創
刊

一
九
三
四（
同
九
）年
・
48
歳

詩
集
『
氷
島
』
刊
行
。
明
治
大

あ
講
師
に
な
る

一
九
三
七（
同
十
二
）年
・
51
歳

「
東
京
ア
マ
チ
ュ
ア
・
マ
ジ
シ

あ
ア
ン
ズ
倶
楽
部
」
に
入
会

一
九
三
八（
同
十
三
）年
・
52
歳

エ
ッ
セ
ー
集
『
日
本
へ
の
回
帰
』

あ
を
出
版
。
大
谷
美
津
子
と
結
婚

一
九
四
二（
同
十
七
）年
・
55
歳

肺
炎
の
た
め
自
宅
で
永
眠
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一
八
八
六（
明
治
十
九
）年
・
０
歳

父
・
密
蔵
と
母
・
ケ
イ
の
長
男

あ
と
し
て
生
ま
れ
る

一
九
〇
〇（
同
三
十
三
）年
・
15
歳

前
橋
中
学
（
旧
制
）
入
学

一
九
〇
三
（
同
三
十
六
）年
・
17
歳

与
謝
野
鉄
幹
が
主
宰
す
る
『
明

あ
星
』
に
短
歌
を
投
書
し
掲
載

一
九
〇
六（
同
三
十
九
）年
・
20
歳

前
橋
中
学
卒
業

一
九
〇
七（
同
四
十
）年
・
21
歳

第
五
高
等
学
校
（
熊
本
）
入
学

一
九
〇
八（
同
四
十
一
）年
・
22
歳

同
校
一
学
年
次
を
落
第
し
退
学
。

あ
第
六
高
等
学
校
（
岡
山
）
入
学

一
九
一
〇（
同
四
十
三
）年
・
24
歳

第
六
高
等
学
校
を
退
学
し
た
と

あ
推
定

一
九
一
一（
同
四
十
四
）年
・
25
歳

マ
ン
ド
リ
ン
を
習
う

一
九
一
二（
同
四
十
五
）年
・
26
歳

北
原
白
秋
が
主
宰
す
る
『
朱
欒

ザ
ン
ボ
ア

』

あ
に
詩
や
短
歌
を
投
書

一
九
一
三（
大
正
二
）年
・
27
歳

室
生
犀
星
と
知
り
合
う
。『
朱
欒
』

あ
に
六
編
の
叙
情
詩
が
掲
載

一
九
一
五（
同
四
）年
・
29
歳

「
ゴ
ン
ド
ラ
洋
楽
会
」
を
組
織

あ
し
指
揮
者
と
な
る

広報まえばし　平成１８年１２月１日号　２

特　集

55
年
の
生
涯


